
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．検索エンジンを使って探す 
  
検索エンジンは、インターネット上に公開されている情報を自動的に集めて探せるようにしたシステムで

す。キーワードの入力にコツがありますので、その違いを知り、調べる事柄によっては使い分けるなど、よ

り効果的な検索につなげましょう。 
 

■Ｇｏｏｇｌｅ（https://www.google.co.jp/） 

 世界でもっとも利用されている検索エンジンです。単語検索のほかにも天気、地図、株価検索など特殊機

能も提供されています。 

■Ｙａｈｏｏ！ ＪＡＰＡＮ（https://www.yahoo.co.jp/） 

 日本国内で最大級のポータルサイトです。キーワードが思いつかない場合でも、カテゴリーから目的の情

報を検索していくことができます。 

■Ｂｉｎｇ（https://www.bing.com/） 

ウェブページ以外にも、画像や動画、地図、ニュースなどそれぞれに特化した検索ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットは、さまざまな情報が調べられる便利なツールです。インターネット上だけで公開される

情報も増えています。インターネットの特徴を十分に理解した上で、複数の資料等と組み合わせた利用など、

目的に応じて有効的に活用しましょう。 

インターネットで調べる 
山梨県立図書館パスファインダー 

「レファレンスの道具箱」 

パスファインダー Pathfinder ～あるテーマについて調べる際に、役立つ資料や調べ方を紹介します～ 

 

・AND検索 「武田信玄▽戦場」（「▽はスペースを入れる、の意） 

  →「武田信玄」と「戦場」の両方のキーワードが含まれる情報が表示される。 

・OR検索  「武田信玄｜武田晴信」（「｜」は「たてぼう」を入れる、の意） 

  →「武田信玄」と「武田晴信」どちらか一つ、もしくは両方のキーワードが含まれる情

報が表示される。 

・NOT検索 「武田信玄∇-上杉謙信」 

（「∇」は半角スペース、「-」は半角マイナスを入れる、の意） 

  →「武田信玄」のキーワードが含まれる情報のうち、「上杉謙信」を含まないものが表示さ

れる。 

・フレーズ検索 「“甲州騎馬隊”」（ダブルクォーテーションではさむ、の意） 

  →「騎馬隊」は表示されず、「甲州騎馬隊」のひとまとまりのキーワードのみ含まれて

いる情報が表示される。 

・類義語 

  寺 → 寺院、寺社、仏閣 

・概念を変える 

  鮎 ＜ 淡水魚 ＜ 魚類 

キーワードの入力方法 

キーワードを工夫する 

・表記を変える 

コドモ → 子供、子ども、こども 

パーソナルコンピュータ → パソコン、PC 

ビーナス → ヴィーナス 

オリンピック → 五輪 



２．公式サイトを使って探す 
 
省庁や都道府県などの公的機関や企業などが運営・管理しているサイトで、法令・条例や統計、企業の歴

史や商品紹介など公式な情報が得られます。 
 

■ｅ－Ｇｏｖポータル（https://www.e-gov.go.jp/） 

 行政機関が発信する政策・施策に関する情報、各種オンラインサービスなどに関する情報を集めた、デジ

タル庁が整備、運営する webサイトです。法令や行政機関のオープンデータ等を検索できます。 

■ｅ－Ｓｔａｔ政府統計の総合窓口（https://www.e-stat.go.jp/） 

 日本の統計が閲覧できる政府統計ポータルサイトです。キーワード検索のほか、統計分野や統計を作成し

た組織から探すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．調べ方案内や事例集を使って探す 
  
図書館がインターネット上に公開している、調べものに役立つ情報を紹介した調べ方案内や、レファレン

ス事例集なども活用して、効率よく検索してみましょう。 
 

■リサーチ・ナビ<国立国会図書館>（https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/） 

 国立国会図書館の調べものを支援するサイトです。テーマ別に役立つ検索ツールや探索方法などを紹介し

ています。調べたい分野の情報をどのように集めたらよいかわからない時に便利です。 

■レファレンス協同データベース <国立国会図書館>（https://crd.ndl.go.jp/reference/） 

 国立国会図書館をはじめ、全国のさまざまな図書館から提供されたレファレンス事例を集めたデータベー

スです。質問、回答、回答に至るプロセス、使った資料などの情報が見られます。 

 

４．山梨県立図書館のホームページから「レファレンス・サービス」を利用する 
 
レファレンス・サービスは、調べたい資料や情報を探すお手伝いをするサービスです。当館のホームペー

ジ「レファレンス申込み」（https://www.lib.pref.yamanashi.jp/reference/input.html）から、お申込み

いただけます。レファレンス事例も見ることができます。 
 

■レファレンス検索（https://www.lib.pref.yamanashi.jp/licsxp-opac/WOpacRefChoAction.do） 

 調査研究や調べ学習に役立つレファレンスツールを、分野別に紹介しています。 

■レファレンス事例集（https://www.lib.pref.yamanashi.jp/reference/jirei/index.html） 

 寄せられた質問の中から、みなさんのお役に立ちそうなものをご紹介します。それぞれの質問への回答は

もちろん、司書がどんな資料を用いて、どのように調査をしたのかについてもお伝えします。 
 
 
 

 

 

 

山梨県立図書館でインターネットを利用する際は、パソコン席は座席申込端末でお申し
込みください。または、お持ち込みの端末で公衆無線 LAN（wi-fi）が利用できます。ご不
明な点がありましたら、サービスカウンターにおたずねください。 

編集・発行 2025.3 山梨県立図書館 

co.jp：企業等 

ac.jp：教育機関 

go.jp：政府機関 

.com：商業組織 

.org：非営利組織 

URLのドメインから発信者を確認する 

※インターネット情報の信頼性を確認するには、 

 ・作成者は誰か。 

 ・最終更新日はいつか。 

 ・引用データに出典が明記されているか。 

などをチェックしましょう。ドメインは作成者を知る

手がかりになります。 


